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研究成果の概要（和文）：実際に英語圏で英語を使用して生活している上級日本人英語学習者や、日本の英語教育のみ
を受講した初級日本人英語学習者のスピーキングデータを集め、言語学的に分析し、「日本人が目指すべきスピーキン
グ能力」について解明した。また同時に発展研究として、日本人英語学習者が英語圏にて滞在中に、また国内にてどの
様に英語オーラルコミュニケーション能力を向上させるのかも研究した。その結果、査読付き国際学術誌へ15本の論文
が受理・出版さた。

研究成果の概要（英文）：The current study examined what characterizes communicatively successful second 
langauge speech in the context of 200+ Japanese learners of English in various contexts. The project 
resulted in 15 publications in peer-reviewed journals (e.g., Studies in Second Language Acquisition, 
Language Learning).
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１．研究開始当初の背景 

実践的な英語オーラルコミュニケーション

スキルとは何か、研究が不足していた。 

 

２．研究の目的 

実際に英語圏で英語を使用して生活してい

る上級日本人英語学習者や、日本の英語教育

のみを受講した初級日本人英語学習者のス

ピーキングデータを集め、言語学的に分析し、

「日本人が目指すべきスピーキング能力」に

ついて解明する。 

 

３．研究の方法 

上記の英語スピーキングデータを、発音・流

暢さ・単語・文法の観点から分析した。 

 

４．研究成果 

査読付き国際誌 15 本が受理・出版され、12

本の論文が現在査読中である。 
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